
超音波式膜厚計
クイントソニック７

商品紹介



木材・プラスチック・ガラス
セラミック・金属素地上の塗膜
を最大５層まで非破壊で測定



【特徴及び商品仕様】

弊社ホームページより
カタログのダウンロードが
可能です。



【クイントソニック７の特徴】

①非鉄金属上の塗装被膜の測定が可能です。

GFRP(ガラス繊維強化プラスチック）や
CFRP（炭素繊維強化プラスチック）などの測定にも
最適です。

②最大1～５層までのコーティング膜が測定できます。
※各層の音速値にある程度の差がある場合に限ります。



【測定対象ワークの条件】

①平滑面であること
先端のプローブサイズは約10 φ程度です。
平面に垂直に当てる必要があります。

②各層の塗膜が10ミクロン以上必要です。

③測定の際には、カプラント剤などの接触媒体を塗布する
ことが必須です。

④何層と重なった層を測定する場合
隣接する層の音速値に10％程度の差が必要となります。



【パソコンを使用しての測定方法のご紹介です】

①本体をパソコンへ接続します。

②校正作業を行い音速値を求めます。

③求めた音速値を使用して対象ワークを測定しましょう。



本体とパソコンを付属のUSBケーブルにて
接続した後、パソコン画面のCommuinicationの
Connectボタンをクリックすると本体とパソコン
がつながります。



本体画面が測定画面から接続マークに切り替われば、
接続完了です。



【重要ポイント】

校正作業行う際には、塗膜材質ごとの絶対値が
必要となります。（音速値を求める為）

電磁式/渦電流式の膜厚計や
カット式膜厚計などを使用して事前に絶対値を
求めましょう。



【絶対値の求め方】

☆電磁式/渦電流式膜厚計：（塗り板サンプルの作成）

金属素地の上に、対象ワークと同様の塗装を行い
塗膜ごとに厚みを測定します。

☆カット式膜厚計：対象ワークの表面を直接カット
します。
そして、マイクロスコープを使用して厚みを測定します。



電磁式/渦電流膜厚計
SWT-NEOⅡ/SFN-325



カット式膜厚計（手動式タイプ）
ペイントインスペクションゲージ
455型



カット式膜厚計（自動式タイプ）
ペイントボアラー 518PC



求めた塗膜の絶対値をパソコンへ入力します。

事前にパソコンへダウンロードした専用ソフ
トの画面を使い、校正作業を行いましょう。



Sound velocityの計算機マークをクリック
すると、校正画面が中央に表示されます。

Sound velocityの計算機マークをクリックすると
校正画面が中央に表示されます。



Layer欄へ電磁式/渦電流式膜厚計
カット式膜厚計などで求めた各層の絶対値を
打ち込みます。



絶対値を入力後、測定する対象ワークの測定部分にプローブを押し当
てます。すると校正された音速値がLayer欄の一番右側へ自動的に表
示され、音速値が求められます。



約５～10回程度ﾌﾟﾛｰﾌﾞを押し当てると音速値の平均値が
求められ、OKボタンを押すと、求めた音速値がSound 
velocity欄に自動的に入力されます。



校正した音速値を使用して、対象ワークを測定
した画面です。
波形と数値で塗膜が表示されます。



初めに塗布したカプラント剤がY～Zの波形として塗膜の
前に必ず表示されます。その後、塗膜の波形が表示されます。
（こちらのワークは2層のサンプルワークです）



測定画面には、波形と共に塗膜の厚
みが数値化され表示されます。



実際に測定している、動画につきま
しても、ホームページにて掲載して
おります。

是非そちらも合わせて御覧下さい。



最後まで、ご視聴いただき誠に有難う御
座いました。

ご不明な点やお問い合わせは、お近くの
弊社営業所までお願い申し上げます。
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